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人 口 と 世 帯 数

男　　　5  .775人

女　　　6  .207人

計　　1  1 . 976人

世 帯数　2  . 6 3 1世 帯

46. 7.  1 現 在

子どもを事故．犯罪．非行から守りましょう

囹交通事故から子どもを守り宜しよう。

囹水の事故から子どもを守りましよう。

囹シンナー、ボンドから子どもを守りま

しよ｡う。

囹悪い環境から子どもを守りまし よう。

みんなの力で、事故、犯罪、｡非行のない

明るい町をつくりましよう。

国　　　　　見　　　　　町

国 見 町 社 会 福 祉 協 議会

国見町社明運動実施委員会

夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

④
運
動
期
間
　
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日

④
重
点
目
標

倒
過
労
運
転
、
飲
酒
運
転
の
防
止

家
族
ぐ
る
み
で
安
全
運
転
を
徹
底
し
ょ
う

②
こ
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

家
庭
に
お
け
る
交
通
安
全
し
つ
け
の
徹
底

㈲
行
楽
等
に
伴
う
安
全
運
転
の
確
保

ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
を

ら　　　　　　　　　 三皿　　　　　　 百

モータリゼーションの進展は、本県産業経済の活発化

を促し、県民生活の充実に大きく貢献しております。

しかしながら、道路交通事故も年々増加の一途をたど

り、本年も５月12 日現在、すでに102 名の尊い生命が失

われております。

これは、史上最悪といわれた昨年の同期に比べ18パー

セントを越えるものであり、きわめて憂慮すべき事態に

たちいりました。

私たちは、市町村をはじめ、関係機関と力を合わせ県

民各位の自覚と良職に期待しながら、人命尊重を基調と

した、交通安全対策に全力を傾けて齒ることをここに宣

言いたします。

昭和46年ら月14日

福 島 県 知 事 木 村　 守 江

福 島 県 教 育 長　三本杉　 国　雄
福島県警察本部長　西　 川　芳　 雄

－ － ヒヤーツとしたあの一瞬を忘れるなー －

健
康
長
寿
の
ひ
け
つ

や
き
し
い
健
康
管
理
の
陋

時
日
　

八
月
十
六
日

午
後
一
時
半

会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
　
日
大
教
授
医
学
博

士
谷
聿
光
雄
先
生

健

康
で

あ
り

た

い
、

長
生

き
し

た
い

、

こ

れ

は
社

会
万

人
の

望

む

と
こ

ろ

で
す
。

そ

れ
で

い

て
、

案

外
自

分

の
か

ら
だ

を
粗

末

に
し

て
にい
る
こ

と

が

あ
り

ま
す
。

自

分

の
か

ら
だ

は
先

ず

自

分

で
護

る
こ

と

が
大

切
で

す

。

谷

聿
先

生

は

駅

前
谷

聿
（

ヤ
マ
ト

）

さ

ん
の

息
子

、
現

在
、

全
国

に

わ
た

っ

て
指
導

講
演

な

ど
で

活

躍

中
、

仙
台

出
張

の
帰

り

墓

参

り

の
た

め

実
家

に
寄

ら

れ
る

寸

暇
を

さ

い
て

郷

土

の

た

め
ご

指
導
い

た

だ
く

こ

と

に
な

っ

た
の
で

す

。老

若

男

女

を
問

わ

ず
、
町

民

皆

さ
ま

ご
聴

講

を

お

進
め

し

ま
す

。

くにみ



国見町体育協会発足

四
十
六
年
度

会

員

募

集

国
見
町
体
育
協
会
は

体
育
の
振
興
、
町
民
の

体
位
と
資
質
の
向
上
を

め
ざ
し
、
去
る
三
月
に

発
足
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
会
員
を
左

記
に
よ
り
募
集
い
た
し

ま
す
か
ら
、
会
則
参
照

の
う
え
、
期
限
厳
守
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

記

一
、
申
し
込
み
期
限

（

部

会

開

催

日

）

野
球
部
　

七
月
二
十
三
日

卓
球
部
　

七
月
二
十
四
日

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

七
月
二
十
五
日

剣
道
部
　

七
月
二
十
六
日

山
岳
、
ス
キ
ー
部

七
月
二
十
七
日

※
野
球
部
会
は
各
チ
ー
ム
の
代

表
者
三
名
で
入
会
希
望
者
分

を
と
り
ま
と
め
て
出
席
し
て

く
だ
さ
い
ｔ

そ
の
他
の
部
は

申
込
書
と
会
費
を
各
自
で
持

滲
し
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

１
部
会
の
場
所
時
間

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
後
七
時
三
十
分

２
持
参
す
る
も
の

①
入
会
申
込
書
（
住
所
、
氏

名
、
職
業
生
年
月
日
を
明

記
の
こ
と
）

②
入
会
金
一
人
百
円

③
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
障
害

保
険
料
一
人
百
円

④
入
会
申
込
書

左
記
の
所
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。

公
民
館
（
町
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
　

咨
体
育
指
導
委
員
宅

各
部
の
代
表
者
宅

野
球藤

田
堤
下
　

樋
口
　
正
利

小
坂
板
橋
　

八
島
　
義
昭

藤
田
南
　
　

由
井
　

順
郎

貝
田
石
畑
　

松
浦
　
久
雄

卓
球塚

野
目
　
　

佐
久
間
久
男

森
山
　
　
　

斎
藤

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

高
域
前
　
　
長
谷
川
宗
夫

藤
田
　
　
　

紺
野
　
　

進

山
畸
　
　
　

浅
野
　
　
守

剣
道石

母
田
　
　

斎
藤
　
太
肋

藤
田
　
　
　

大
和
田
藤
吉

山
岳
、
ス
キ
ー

塚
野
目
　
　

佐
久
間
　
衛

藤
田
　
　
　

菅
野
　
正
二

回
お
問
い
合
わ
せ
は
公
民
館
に

有
線
　
四
一
五
六

公
社
　

二
六
七
六
番

国
見
町
体
育
協

会
会
則
（

抜

す

い

）

第
１
条
こ
の
会
は
、
国
見
町
体

育
協
会
と
称
す
る
。

第
３
条
こ
の
会
は
、
社
会
体
育

の
振
興
を
ぽ
か
り
、
町
民
の

体
位
と
資
質
の
向
上
な
ら
び

に
文
化
社
会
の
建
設
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
４
条
こ
の
会
は
、
前
条
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の

事
業
を
行
な
う
。

①
町
民
の
体
育
振
興
に
関
す

る
調
査

②
第
６
条
に
定
め
る
各
部
の

連
絡

③
各
種
体
育
大
会
の
開
催

④
体
育
の
研
修
会
な
ら
び
に

講
習
会
の
開
催

④
そ
の
他
、
こ
の
会
の
目
的

達
成
に
必
要
な
事
項

第
５
条
会
員
は
、
こ
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
町
民
な
ら
び
に
町

内
に
職
場
を
有
す
る
も
の
と

す
る
。

第
ア
粂
こ
の
会
の
経
費
は
、
会

費
、
負
坦
金
、
補
助
金
、
寄

付
金
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入

を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
1
0条
こ
の
会
に
次
の
役
員
を

置
く

田

会

長
一

名
　

②

副
会

長
２

名
　

㈲

理

事
若
干

名
　

㈲
代

議

員
若

干

名
　

㈲

監
事
２

名

㈲
事

務
局

長
１

名
　

⑦

事

務

局

次

長
２

名
（
内

会
計
１

名
）

２

、

こ

の
会

に

名

誉
会

長

を

置

く
、

名

誉
会

長
に

町

長

を

推
せ

ん
す

る
。

３

、
役

員

の
任

期

は
２

年

と

し

再

任

を
妨

げ

な
い

。

４

、
欠

員

補

充
で
就

仟

し

た

も
の
は
、
前
任
者
の
残
任

期
間
と
す
る
。

５
、
役
員
は
任
期
満
了
後
で

も
後
任
者
が
就
任
す
る
ま

で
な
お
そ
の
職
務
を
行
う

第
口
条
総
会
は
次
の
事
項
を
審

議
し
、
議
決
す
る
も
の
と
す

る
。

圉
こ
の
会
の
事
業
に
関
す
る

事
項

②
予
算
お
よ
び
決
算
に
関
す

る
事
項

㈲
そ
の
他
こ
の
会
に
お
い
て

必
要
と
認
め
た
事
項

第
2
2
条

こ
の

会
則

の
施

行

に
関

。
し

、

必
要

な
細

則

は
理

事
会

の

承
認

を

得
て

会

長

が
別
に

定
め
る
。

第
2
3粂
こ
の
会
則
は
昭
和
4
6年

３
月
2
9日
か
ら
施
行
す
る
。

国
見
町
体
育
協
会
細
則

第
１

条
国

見

町
体

育

協

会
会

則

（

以
下

「

会
則

」

と

にい
う

）

第
６

条

の

規
定

に
よ

り
、

次

の

部
を

置

く
。

圉
野
球
部
　
②
卓
球
部
　

㈲

バ
レ
Ｌ
ボ
ー
ル
部
　
倒
剣
道

部
　

㈹
山
岳
、
ス
キ
ー
部

第
２
条
会
則
第
８
条
の
規
定
に

よ
り
こ
の
会
の
会
費
は
次
の

と
お
り
と
す
る
。

個
人
加
入
１
人
年
額
百
円

団
体
加
入
１
事
業
所

五
十
人
以
下
　
　
　
　

二
千
円

五
一
人
～
百
人
　
　
　

四
千
円

百
一
人
～
二
百
人
　
　

六
千
円

二
百
一
人
～
三
百
人
　

九
千
円

三
百
一
人
～
四
百
人一

万
二
千
円

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（

六

月
中
出

生
届

を
さ
れ

た
方
　

敬
称

畧

す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　
名
と
続
柄
親
　

住
　
所

５
、
2
6こ
局
野
　
美
枝
　
久
美
の
長
女
　
石
毋
田
笠
松
5
3

3
0
　古
川
　
絵
美
　
比
司
の
長
女
塚
野
目
北
寺
田
1
0の
１

６
、３
　

高
野
里
恵
子
　
弘
行
の
長
女
　
山
崎
　
太
子
堂
3
2

R
）
　
　一
条
　
　

優
　
賢
司
の
長
男
　
小
坂
　
向
川
原
巧

６
　

由
井
　
英
夫
　
順
郎
の
２
男
　
藤
田
　
南
５

９
　

小
林
　
晴
美
　
成
三
の
２
女
　
西
大
枝
並
柳
7

1
0
　佐
藤
　
　

健
　
健
一
の
長
男
　
徳
江
　
団
扇
隠

凵
　

斎
藤
登
志
江
喜
代
志
の
長
女
　
徳
江
　

舘
ヶ
崎
3
2

1
8
　赤
坂
久
美
子
　
功
六
の
長
女
　
内
谷
　
西
脇
2
9

1
9
　高
橋
　
淑
江
　
力
　
の
３
女
　
山
崎
　
上
川
前
2
4

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

二（

月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
袮
略
す
）

死
亡
日
　
氏
　
　
　

名
　

年
令
　

住
　
　
　
　

所

５
、
3
1
　松
浦
　
イ
チ
　
　
8
0
　
　
貝
田
　
石
畑
叫

６
、４
　

佐
藤
マ
サ
エ
　
　
6
2
　
　石
毋
田
横
向
1
8
　

1
2
　後
藤
　

タ
キ
　
　
6
1
　
　高
城
　
旗
鉾
4
3
　

1
8
　高
野
き
く
よ
　
　
8
0
　
　
鳥
取
　

鳥
取
1
5

進
ん
で
受
げ
よ
う

結
核
検
診

今
年
度
は
下
記
の
日
程
に
よ

り
実
施
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
受
検
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
都
合
で
ど
の
会
場

で
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

検
診
を
受
け
て
健
康
の
確
認
を

ヱ 之 　゙駅 前 ・ 錦 町 ・ 大 町( 南 北)

源 宗 山 ・ 鶉 町 ・ 町 東
月７

日
19

藤田小学校体育館
全会腸

午前

9時30分

？

午後

3時まで

｜山崎(北
・小舘・舘)本町

宮町(南北)滝山.宮東.上野
７ 20 夕

凵ヽ 坂　 全　 圸　 区 ヱ蠅
乙22

小坂小学校体育館

；
大 木 戸　　　　 夕 入不戸小学校体育館
大　 枝　　　　 ク ７23西大枝集会所
森 江 野　　　 々 ７26森江野小学校講堂
石 磴 田　　　 々 ７27石母田公民館

｜板橋 ，国見町全地区 ７27藤田yJX学校体育館



そ
れ
は
た

い

せ
き

反
畑
遺
跡
（

徳

江

）

こ
う
し
て
発
見

名
も
な
い
？
果
樹
園
の
中
に

突
然
発
見
さ
れ
た
県
北
地
方
唯

一
と
い
う
珍
ら
し
い
祭
祀
遺
構

と
し
て
遺
跡
地
名
表
に
登
録
さ

れ
、
学
界
に
貢
献
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
貴
重
な
発
見
が

ど
う
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
か
、

そ
れ
は
、
父
兄
と
子
ど
も
と
教

師
と
の
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
接
触

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
平
凡
な
こ
と
か
ら
大
き
な
発

見
発
明
が
生
れ
る
例
と
し
で
記

し
て
町
民
各
位
の
ご
参
考
に
供

し
た
い
。

六
月
の
あ
る
日
県
北
中
二
年

生
実
沢
信
宏
君
、
石
製
獏
造
品

数
個
を
持
参
、
社
会
科
担
当
の

菅
野
生
先
に
差
出
し
た
。
菅
野

先
生
一
見
す
れ
ば
ま
さ
し
く
古

墳
時
代
の
も
の
、
こ
れ
あ
る
か

ぎ
り
も
っ
と
な
に
か
が
あ
る
は

ず
、
さ
っ
そ
く
家
人
に
問
合
せ

た
と
こ
ろ
た
し
か
に
五
、
六
年

前
土
器
（
土
師
器
の
か
め
）
が

出
土
し
て
にい
る
。
こ
れ
は
く
わ

し
く
調
査
の
要
が
あ
り
、
直
ち

に
文
化
庁
に
発
見
届
け
を
出
す

と
共
に
、
県
史
編
纂
室
目
黒
吉

明
氏
に
連
絡
調
査
を
依
頼
し
た

六
月
二
十
日
（
日
）
目
黒
吉

明
氏
を
中
心
に
、
渡
部
正
俊
菅

野
康
雄
の
諧
先
生
協
力
の
も
と

に
現
地
調
査
を
す
る
。
所
は
大

字
徳
江
学
反
畑
二
番
地
、
も
と

雑
木
林
で
あ
っ
た
も
の
を
戦
後

開
墾
し
て
果
樹
園
に
し
た
も
の

表
面
採
収
の
あ
と
、
地
主
実
沢

惣
七
氏
の
案
内
で
こ
こ
ぞ
と
思

わ
れ
る
と
こ
ろ
を
ボ
ー
リ
ン
グ

発
掘
調
査
を
す
る
。
僅
か
二
〇

セ
ン
チ
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
足
ら

ず
で
地
山
（
底
土
）
に
達
し
た

が
、
そ
の
間
、
上
師
器
破
片
に

ま
じ
っ
て
例
の
石
製
模
造
品
が

ぞ
く
ぞ
く
出
る
。
い
よ
い
よ
こ

れ
ぱ
ほ
ん
も
の
ら
し
い
。
高
杯

（
た
か
つ
き
）
が
出
る
。
こ
れ

ら
の
も
の
か
ら
祭
祀
遺
跡
（
お

ま
つ
り
を
し
た
と
こ
ろ
）
と
判

断
し
、
地
主
実
沢
さ
ん
と
も
相

談
し
て
本
調
査
を
す
る
こ
と
に

決
定
、
事
務
局
の
手
で
学
術
調

査
の
手
続
き
を
進
め
る
。

六
月
二
十
六
日
（
土
）

山
田
遺
跡
や
堰
下
古
墳
発
掘

で
す
っ
か
り
お
な
じ
み
の
福
島

大
学
考
古
学
研
究
会
員
た
ち
六

人
、
そ
れ
に
地
元
渡
部
、
鈴
木

中
村
、
菅
野
、
お
ん
大
目
黒
先

生
を
中
心
に
本
格
的
な
調
査
を

す
る
。
ニ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
ト

レ
ン
チ
を
い
く
つ
も
設
定
、
表

面
か
ら
念
入
り
に
調
べ
る
。
僅

か
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
の
浅
い

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
た
め
土
器
は

す
っ
か
り
破
砕
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
が
、
石
製
榠
造
品
は
そ

っ
く
り
し
て
い
る
。
し
か
も
そ

れ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
土
器
と

石
製
獏
造
品
が
別
々
に
出
る
と

こ
ろ
は
県
内
に
い
く
ら
も
あ
る

が
双
方
入
り
交
っ
て
出
土
す
る

の
は
こ
こ
だ
け
と
い
う
。
こ
こ

は
塚
野
目
古
墳
群
に
続
き
、
古

墳
と
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
研
究
課
題
の
一
つ
だ
。

六
月
二
十
七
日
（
日
）

前
日
に
引
続
き
調
査
、
午
後

は
測
量
撮
影
、
記
録
と
、
何
し

ろ
三
日
分
の
仕
事
を
二
日
で
仕

上
げ
よ
う
と
い
う
の
で
い
そ
が

し
い
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。
お

ま
け
に
夕
方
に
わ
か
雨
が
降
っ

て
き
た
の
で
ビ
ニ
ー
ル
や
シ
ー

ト
を
運
び
込
ん
で
大
屋
根
を
か

け
、
薄
暮
迫
る
ま
で
仕
事
を
続

け
る
。

か
く
て
古
墳
時
代
の
祭
祀
遺

構
と
し
て
の
反
烱
遺
跡
は
確
認

さ
れ
、
百
個
に
余
る
つ
る
ぎ
や

鏡
の
石
製
模
造
品
、
そ
れ
に
ダ

ン
ボ
ー
ル
四
箱
い
っ
ぱ
い
の
土

師
器
片
な
ど
貴
重
な
出
土
品
を

発
見
し
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

年
度
始
め
に
全
く
予
想
し
な

か
っ
た
こ
の
調
査
が
短
期
間
に

し
か
も
立
派
に
遂
行
で
き
た
の

は
地
主
実
沢
さ
ん
ご
一
家
の
ご

協
力
と
婦
人
会
や
区
役
員
各
位

の
ご
援
助
の
た
ま
も
の
と
心
か

ら
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

尚
詳
細
は
後
日
報
告
の
予
定

（

鈴

木

記

）

わ
が
町
に
も
い
た

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
よ
く
報
道

さ
れ
る
天
然
記
念
物
「
モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
」
わ
が
国
見
町
に
も

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
関
係
者

を
よ
ろ
こ
ば
せ
て
い
る
。
町
営

牧
場
の
管
理
人
佐
藤
一
郎
さ
ん

が
場
内
を
巡
視
中
見
つ
け
た
も

の
で
、
と
こ
ろ
は
牧
場
の
東
南

隅
（
大
字
泉
田
字
木
落
）
通
称

ヘ
ビ
沼
と
呼
ぶ
径
ハ
メ
ー
ト
少

ば
か
り
の
小
沼
、
周
囲
か
ら
お

お
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
木
の
枝

葉
に
白
い
泡
の
よ
う
な
も
の
が

つ
い
て
い
る
。
す
ぐ
教
育
委
員

会
の
鈴
木
嘱
託
に
電
話
し
、
そ

の
調
査
を
求
め
る
。
鈴
木
嘱
託

ダ

つ
そ
く

か
け

つ
け

調

査
の

結

果
ま

さ
し

く
「

モ
リ

ア
オ

ガ

エ

ル
」

と

い
う

こ
と

に
な

っ
た

も

の
。

「

モ
リ

ア

オ

ガ
エ
ル
」

ぱ
わ

が

国

に

だ
け

い

る
も

の
、

標
高

六

～

八

百

メ

ー
ト
ル

の
高

圸
に

す

み
、

水
辺

の
樹

木

の
枝
葉

に

産

卵

し
、

お
た

ま
じ

や
く
し

に

な

る
と

水
中

に
落

ち

て
育

ち
、

成

長

す

る

と
陸
上

に

あ

が
り

、
樹

木

に
産

卵

す

る
と
い

う

奇
妙

な

習
性

を

も

っ
て
い

る
。
、
全
国

ど

こ

に
も

い

る
と
い

う

も
の

て

は

な

い

た
め

、
そ
の

生

息
地

が
見

つ

か
れ

ば
天

然
記

念

物

と
し

て

保
護

す

る
こ

と

に
な

っ
て
い

る

わ

が
町

で
も
近

く
こ
れ

を
町

の

文

化
財

に

指

定
し

、
ひ

ろ
く
社

会

に

紹
介

す

る
と
共

に
そ

の
保

護

に
万

全

を
期

す

る
こ

と
に
な

っ

て

い
る

。

一
郎

さ
ん
の

話

に

よ
れ

ば

、

こ
の

沼

に
は

た
く

さ

ん

の
お

た

ま
じ

や
く

し

が
い
て

ど
ん

ど

ん

か
え

る

に
な

っ
て
い

く

が

、
そ

の
ま

わ
り

に

ぱ
た
Ｋ

さ
ん

の

へ

び
が

い
て

、
か

た
は

し

か

ら

そ

の
か

え

る
を
の
ん

で

し

ま

う

ん

で
か

え

る
は

あ
ま
り

ふ
え

な

にい
の
だ

そ
う

だ
。
’い

つ

か
の

テ

レ
ビ
で

中
学

生

が
、

モ

リ

ア

オ

ガ
エ

ル
の

お
た

ま
じ

や

く
し

を

食

う
い

も
り

征
伐
を

し

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ
っ

た
が

、

わ

が
町

で

ぱ

へ
び
沼

の

へ
び
退

治
を

し

な

け
れ

ば

な
ら

な
い
だ

ろ

う
。
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
記

）

こ
れ
は
明
る
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
屋
外
照
明

を
設
備
し
、
夜
間
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
居
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

記

一
、
使
用
申
込
み
は
前
日
ま
で

福
祉
セ
ン・
ク
ー
ヘ

有
線
　
四
一
五
六

公
社
　

二
六
七
六

二
、
使
用
時
間
は
九
時
半
ま
で

三
、
利
用
で
き
る
種
目
は
バ
レ

ー
ボ
ー
タ
・
軟
式
庭
球
・
バ

ド
ヽヽ
ヽ
ン
ト
ン



浜
の
旅

明
治
学
級
修
学
旅
行

我
等
明
治
学
級
生
は
先
日
社

会
見
学
の
旅
を
し
た
。

以
下
簡
単
な
報
告
を
す
る
。

○
期
日
　
七
月
六
日
～
七
日

○
人
員
　
男
四
八
　
女
四
五

計
九
三

〇
会
費
　
三
五
〇
〇
円

○
コ
ー
ス

第

一
日

心
配
さ
れ
た
け
さ
方
の
雷
雨

も
か
ら
り
と
ぱ
れ
、
定
刻
六
時

に
は
全
員
集
合
、
鈴
木
主
事
か

ら
旅
行
中
の
心
得
（
先
日
の
役

員
会
で
決
定
）
説
明
、
二
台
の

大
型
バ
ス
に
分
乗
、
六
時
半
出

発
の
た
め
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
に
も

遇
わ
ず
福
島
、
二
本
松
、
郡
山

も
ス
イ
ス
イ
、
昨
年
全
開
し
た

ば
か
り
の
四
九
号
線
を
通
っ
て

い
わ
き
市
に
入
る
。
ま
も
な
く

白
水
阿
弥
陀
堂
、
い
よ
い
よ
見

学
が
は
じ
ま
る
。

（
１

）
白
水

阿

弥
陀

堂

永
暦
元
年

二

二
（

○
）
藤

原
秀
衡
の
妹
徳
尼
が
夫
岩
城
則

道
の
菩
提
を
と
む
ら
う
た
め
に

建
て
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
建
築

彫
刻
な
ど
の
み
ご
と
な
の
に
お

ど

ろ
い

た
。

（
２

）
仞

来
公

園

白
河

、

念
珠

（

ね

ず
）

と
共

に
奥

州

三
関

と
い

わ
れ

た

仞

来
（
な
こ

そ
）

の
関

跡

で
「

吹

く

風

を
」

の
歌

を

詠

じ

た
古

武
士

の

お

も

か

げ
を

倨
ぶ

。

（
３

）
五

浦

（
い

つ
ら

）

海
岸

県
境

の

ト

ン
ネ

ル

を

く
ぐ

っ
て

僅

か

い

っ
た

と
こ

ろ

岡

倉
天

心
ゆ

か
り

の

地
、

六
角

堂
「

亜

細
亜
（

ア
ジ

ヤ
）

は

一

つ
」

の
碑
天

心

の
墓

な

ど
見

学

す

る
。

（
４

）
小

名
浜

港

港

の

見
え

る

丘
・
：
三
崎

公

園

に
の

ぼ
っ
て

国
際

貿
易

港

小

名

浜

を

見

お
ろ

す
。

（
５

）
塩
屋

崎
灯

台

永

崎

、
中

之
作

、
江

名

、

豊

間

な
ど

い
わ

ゆ
る
「

い

わ
き

七

浜
」

を
通

っ

て
有

名

な
灯

台

を

見

学
す

る
。

海
岸

に

そ

そ
り

立

つ
断

崖

の
高

さ
五
〇

メ

ー
ト

ル

そ

れ
に
灯

台

の
高

さ
三

〇

メ

ー

ト

ル
、
合

せ

て
八
〇

メ
Ｌ

卜

少

の
上

か

ら
み

た
眺

め
は

ま
た

格

別

。
（
６

）
宿

舎

国

民
宿

舎

塩
屋

崎

荘
（

定

員

七
〇

名
）

だ

け
で

は
誚

り

き

れ

な
い

の
で

男

子
の

一
部

は
山

六

観

光

に
分

宿

し
た

。
こ

こ

で

わ

ざ

わ
ざ

か
け

つ
け

て

く

だ
さ

れ

た

藤
田

病

院
院

長
本

宿

先
生

の

健

康

診
査

を
受

げ

、
い

ろ
い

ろ

保

健
指

導

を
い

た

だ
き
、

安

心

し

て
休

む

こ

と

が
で
き

た
。

第

二
回

（
７

）
双

葉
経

営

伝
習

農
場

場
長

は
元

桑
折

農
改

指
導

所

長

の

根
本

重
右

工
門

先
生

、

一

時

間

に
にわ
た

っ
て
熱

の

あ
る

お

話

を

き
く

。
浜

特
有

の

き
り
雨

の

た

め
宿

場
や

畜

舎
の

見
学

を

見

合

わ
せ

生
徒

が
つ
く

っ
た

み

ご

と

な
花

を
買

っ

て
帰

る
。

（
８

）
原

子
力

発
電

所

先
ず

サ

ー
ビ

ス
セ

ン

タ
ー
で

予

備
学

習

を
す

る
。

い

ろ
い

ろ

の
図

解

、

模
型

、
写

真

、
実

物

な

ど
が
な

ら

び
、

ボ

タ
ン
を

押

せ

ば
説

明

が
始

ま

る
。

時
間

か

ゆ
る

せ

ば
映
画

も

見
ら

れ

る
。

こ
う

し

た
予

備

知
識

を

得

た
あ

と
で

バ
ス
に

乗

り
説

明

を

き
き

な

が
ら
現

場

を
巡

る
。

言
万
炉

は
す

で
に

営

業
運

転

を

始

め
、

四

六

万

キ

ロ
の
電

気

を

お
こ

し

て

にい
る
。

二
号
炉

、
三

号
炉

、

四
号
炉
、
五
号
炉
ま
で
着
工
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

最
後
の
見
学
予
定
地
百
尺
観

音
に
参
詣
、
星
食
を
と
り
、
自

己
紹
介
や
感
想
発
表
を
す
る
。

（
藤

田

記

）

藤 田 郵便 局 開 局 満100 年

藤
田
郵
便
局
は
明
治
五
年
一
月
開
局
以
来
今
年
で
満
百

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
様
の
お
か

け
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　

。

郵
政
省
で
は
皆
様
か
ら
お
預
り
し
ま
し
た
簡
易
保
険
が

十
兆
円
、
郵
便
貯
金
八
兆
円
と
い
う
大
き
な
資
金
と
な
り

こ
れ
ら
は
国
、
地
方
公
共
団
体
等
を
通
じ
て
些
兀
に
還
元

さ
れ
て
、
住
宅
、
道
路
、
水
道
、
学
校
、
病
院
等
の
建
設

な
ど
「
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
に
役
立
て
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

当
局
で
は
開
局
百
年
記
念
事
業
と
し
て
次
の
二
つ
の
事

業
推
進
を
実
施
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

匸

簡
易
保
険
新
加
入
運
動

二
、
定
額
貯
金
の
推
進

期
間
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
末
日
ま
で
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
開
局
百
年
記
念
と
し
て
金
盃
を
贈
呈
にい
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
局
に
お
問
にい
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
電
話
二
三
三
〇
番
）
　
藤
田
郵
便
局

明
治
学
級
の
お
知
ら
せ

身
近
か
な
薬
草
の
話

時
日
　

七
月
二
十
三
日
　
午
後
一
時
半

会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
　
福
島
県
薬
剤
師
会
顧
問
　
長
尾
重
延
先
生

こ
の
へ
ん
の
野
山
に
あ
っ
て
、
昔
か
ら
薬
に
つ
か
わ
れ
て
い

る
草
の
べ
ん
き
ょ
う
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
尾
先
生
は
郡

山
市
で
歯
科
医
と
薬
種
商
を
営
ま
れ
る
か
た
わ
ら
広
く
県
下
に

わ
た
っ
て
薬
草
の
研
究
を
さ
れ
、
り
っ
ぱ
な
著
書
も
あ
ら
れ
る

こ
の
道
の
大
家
で
あ
り
ま
す
。
明
治
学
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、
一

般
の
方
で
も
結
構
で
す
。
皆
さ
ま
多
数
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
六
月
十
五
日
）

兼
題
　
「
つ
つ
じ
」
　
　「
薄
暑
」
　

雑
二
句

席
題
　
「
青
梅
」

米
　
和
の
婦
の
豊
頬
染
め
て
つ
つ
じ
輝
る
　
　
早
田
　
灰
鳥

米
　
庭
明
り
つ
つ
じ
咲
き
満
ち
咲
き
み
ち
て
　
奥
山
　
甲
二

米
　
事
故
ら
し
き
人
だ
か
り
し
て
街
薄
暑
　
　
斎
藤
黄
鶴
楼

米
　
所
作
軽
く
妻
若
や
げ
る
薄
暑
か
な
　
　
　

熊
田
　
一
陽

米
　
川
風
を
受
け
て
薄
暑
の
渡
舟
　
　
　
　
　

高
橋
　
正
一

米
　
帰
り
来
て
つ
つ
じ
の
花
に
迎
え
ら
れ
　
　
加
藤
　
廁
仏

米
　
卓
上
を
つ
つ
じ
燃
七
て
大
安
日
　
　
　
　

奥
山
　
雨
田

米
　
故
郷
に
父
の
遺
愛
の
つ
つ
し
が
な
　
　
　
小
野
寺
蔦
水

米
　
梅
の
実
の
一
つ
一
つ
の
か
た
ち
よ
く
　
　
野
村
た
か
子

米
　
つ
つ
じ
揺
れ
風
ま
た
白
き
鶴
ケ
城
　
　
　

佐
久
間
山
月

米
　
法
衣
着
て
上
座
賜
る
薄
暑
か
な
　
　
　
　

須
田
　
泰
山

米
　
悪
童
の
殊
勝
に
仰
ぐ
青
梅
か
な
　
　
　
　

藤
田
　

勝
ヱ

崋
　
ひ
と
は
だ
の
澗
の
美
禄
や
薄
暑
よ
き
　
　
萩
原
　
汪

絹

米
　
帰
鴉
の
群
白
き
つ
つ
じ
を
残
し
け
り
　
　

八
巻
　
正
雄

米
　
ふ
か
み
草
去
年
の
扇
を
探
し
け
り
　
　
　

阿
部
　
祥
子

米
　
一
休
み
胸
に
風
入
れ
薄
暑
か
な
　
　
　
　

赤
間
ぱ
る
子

米
　
ワ
ン
マ
ン
カ
ー
薄
暑
の
客
の
中
に
居
る
　
菅
野
か
ね
子

米
　
花
び
ら
が
畳
に
し
み
い
る
つ
つ
じ
か
な
　
角
田
　

昭
子

米
　
口
に
せ
し
あ
わ
饅
頭
や
白
つ
つ
じ
　
　
　

斎
藤
　
貞
子

米
　
五
月
雨
ひ
と
つ
の
傘
に
掌
を
重
ね
　
　
　

森
田
　
栄
子
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